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　｢はがき用普通切手の歴史を振り返る」













　平成 29（2017）年 6月から郵便料金等の変更があり、第二種郵便物及び定形外郵便物の料
金並びにゆうメールの料金が改定されました。

これに伴い、新料額 62円の普通切手及び郵便はがきが 5月 15 日に発行されると同時に、52
円の料額の普通切手及び郵便はがきは 5月 31日をもって販売が終了しました。

郵便はがき料金が 52円から 62円になったことに対応する新料額の 62円普通切手 3種が発行
されました。　　　　　　　　　　　　　　　　

明治時代から何回も郵便はがき料金改定があり、これら新料金に対応した普通切手も発行され
てきました。

今回の第 39回常設展では、その主な歴史を振り返ることにし、その歴史をより理解しやすく
するために、一覧表を付して 26種の郵便はがき対応の普通切手を展示しました。


